
資料 １



本庄市立歴史民俗資料館 開館 30 周年記念企画展 

「 瓦 偶 人 （ が ぐ う じ ん ） あ ら わ る 」   
～ 本 庄 は に わ 大 集 合 ～ 

 
歴史民俗資料館では、開館 30 周年を記念して、下記の通り企画展を開催します。本庄市のマス

コットキャラクターのもとになった「盾持人物埴輪」や初公開の「女子人物埴輪」、全国に２例しか

ない「魚をくわえた鳥形埴輪」など本庄市出土の埴輪が大集合します。 
 
記 

 
１．期 間  11月 7日 ～平成 23年 3月 30日   午前 9時～午後 4時 30分 

（休館日：毎週月曜日・毎月末日・祝日・年末年始）  
※11 月 3 日 は、本庄まつりに合わせて特別開館。11 月 4 日 ～6 日 は、展示替えの
ため臨時休館します。 

２．場 所  本庄市立歴史民俗資料館 
３．展示主旨と概要 
   今回は市内出土品のみの展示です。 

市内から埴輪が出土した記録は古く、江戸時代の 
古文書に残されています。全国的にも稀な記録で、 
当時は人物埴輪のことを瓦偶人(がぐうじん)と呼び 
ました。そのひとつが安養院境内から出土した女子 
人物埴輪で、本館所蔵の関根古墳跡出土女子人物埴輪 
と関連しています。 

   今回は、“なぜ埴輪は発見されるのか”という、 
意外と知られていない出土のあり方も紹介します。 
人物、動物(馬、鳥)、家形、器財(とも、さしば、 
ゆぎ)などの形象埴輪。県内最古級の壷形埴輪(川輪 
聖天塚古墳)、全国的にも数少ない格子目たたき整形 
の円筒埴輪(金鑚神社古墳、公卿塚古墳)、形象埴輪 
の部品など、約 120点を展示します。 
 
 
 

古文書に描かれた埴輪(安養院境内の埴輪) 

古写真に残る埴輪(坊主山古墳の埴輪) 

骨董品として伝承された埴輪(南諸井家旧蔵の埴輪) 

工事中に発見され新聞に載った埴輪(諏訪道満古墳の埴輪) 

井戸掘りで出土した百数十片の埴輪(関根古墳の埴輪) 

子どもが採集し学校で保管されていた埴輪(坊主山古墳の埴輪など) 

発掘調査で出土した埴輪(前の山古墳など) 

 
※問い合わせ  歴史民俗資料館（本庄市中央１－２－３） 電話０４９５－２２－３２４３ 
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【展示物資料】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 

初公開！はげ塚古墳出土 
女子人物埴輪 
（本庄市今井） 

本庄市のマスコットキャラクタ

ーのもとになった盾持人物埴輪

（本庄市小島前の山古墳）⇒

全国に 2例しかない 
魚をくわえた鳥型埴輪 
（本庄市小島三杢山 9号墳） 
※もう 1例は高崎市保渡田古墳群から出土 



秋の一日「図書館まつり」にお出かけください 

読書の秋です。今年も図書館では、下記の通り企画展・文芸講演会・朗読の会を

開催します。秋の一日、図書館に出かけてみませんか。 
 

               記 

○企画展「本庄ゆかりの文芸雑誌展」 
  郷土に生まれ、育まれたすばらしい作品をご覧ください。 

日 時   11月 17日 ～28日  午前９時３０分～午後１８時１５分 
    ※休館日 22日（月）23（火・祝） 

内 容 本庄ゆかりの同人誌（主に「あした」「不死鳥」「修羅」）の写真・パ  
ネル紹介。創刊号を含む貴重な文芸雑誌の展示など。 

    ※閲覧スペースもあります。  協力：本庄市読書会連絡協議会 

○文芸講演会 
本庄ゆかりの文芸同人誌誕生のエピソードやこだま文学会の活動に迫ります。 

  日 時   11月 20日  午後 2時～ 
  場 所   図書館本館３階第２読書室 
  講 師   松本 鶴雄 氏 

      プロフィール 1932年、児玉郡神保原村（現上里町）生まれ。早稲田大学 
第一文学部卒業。文芸評論家。埼玉県立本庄高校（定時制）教諭から日

本大学国際関係学部教授を経て群馬県立女子大学教授。現在、日本大学

大学院講師。専攻=比較文学（20 世紀小説論）、日本近代小説。埼玉文
芸賞選考委員（小説部門）。埼玉文芸家集団副代表。 

  演 題   「文芸同人誌とこだま文学会」 

 ○朗読の会 
  一般向けの内容です。お気軽にご参加ください。 
  日 時   11月 28日  午前 10時 30分～ 
  場 所   図書館本館２階視聴覚室 
  内 容   第１部 HONJO RADIO テーマ＜ヘンリー・ソロー＞ 
        第２部 朗読「コンコード川とメリマック川の 1週間」 
   ※協力 図書館朗読の会「ラ・ヴ・リ」のみなさん、山口晃氏（翻訳家） 
 
＜問い合わせ＞  図書館  ０４９５－２４－３７４６ 
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  共和小で日本代表・村田監督がラグビー指導 
 

共和小学校に、７人制ラグビー日本代表監督として活躍している、村田亙

（わたる）氏が、ラグビー指導のために来校します。（文部科学省・財団法人日

本体育協会「スポーツ選手活用体力向上事業） 

記 

１．と  き  １１月９日    

２．と こ ろ  本庄市立共和小学校校庭（雨天時は体育館）、ふれあい広場 

３．参加児童  共和小学校５年生（31 名）６年生（41 名） 

４．講  師  村田 亙（わたる） 氏 

・主な競技歴 1991・95 年 ラグビーワールドカップ出場 

       1996・97 年 日本選手権、全国社会人大会ともに優勝 

       1998 年 アジア大会 銀メダル（7 人制、15 人制） 

       1999 年 第４回ラグビーワールドカップ出場 

2006 年 アジア大会 金メダル（7 人制・コーチ） 

2009 年 東アジア大会 金メダル（7 人制・監督） 

第５回ワールドカップセブンズ大会 出場（７人制・監督） 

 

５．日  程  11：35 教室開始 開会行事（10 分） 

        11：45 講話（35 分）ふれあい広場 

「スポーツをすることのすばらしさについて」 

        12：20 昼食・休憩 

        13：45 実技指導(1)5 年生（45 分間） 

        14：40 実技指導(2)6 年生（45 分間） 

        15：35 閉会行事（10 分）  講評・謝辞 

        15：45 教室終了 

 

＜問い合わせ＞ 

学校教育課  ０４９５－２５－１１８３  
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市民総合大学公開講座「三偉人の地元自慢」を開催します 

～塙保己一・渋沢栄一・荻野吟子～ 

 

協力・後援  総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

 

 

埼玉の三偉人の出身地、本庄市（塙保己一）、深谷市（渋沢栄一）、熊谷市（荻

野吟子）の郷土研究家がそろい踏みして、地元の偉人に思いを込めて自慢します。 
三偉人の生涯や意外な関係、江戸から明治の激動の歴史をまとめて学べます。楽し

い自慢比べになると思いますので、ぜひお出かけください。 
 

               記 
          

日  時   １１月１８日  午後１時 30分～ 
  
会  場   セルディ  
 
講  師   長谷川 典明 氏 （塙保己一） 
      新井  慎一 氏 （渋沢栄一） 
      鈴木  忍  氏 （荻野吟子） 
 

定 員   100人   
 
入 場 料   無 料 
 
申  込   11月 8日 から電話又はＦＡＸで下記へ 

  
 
 

＜問い合わせ・申し込み＞  
生涯学習課  
ＴＥＬ ０４９５－２２－３２４８ 
ＦＡＸ ０４９５－２３－１６７７ 
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本庄市消防団児玉方面隊の特別点検が実施されます 

 
１．日  時   平成２２年１０月３１日（日）午前８時開始 

          ＜雨天により中止の場合は、午前１０時から 
エコーピア（児玉中学校体育館）にて表彰式を実施＞ 

 
２．場  所   児玉小学校校庭 
 
３．実施目的 
  消防団の服装規律及び機械器具整備状況の点検ならびに実践に則したポンプ操法を行

い、火災発生が多く見込まれる季節に備えることを目的とする。 
 
４．参 加 者 
・本庄市消防団児玉方面隊総員１８９名及び本庄方面隊分団長以上役員１０名 
・市長（点検者） 
・来賓者 
 市議会議員、児玉地域自治会長、県議会議員、消防協会本庄児玉支部関係者ほか 
 
５．そ の 他 
  当日、午前６時に児玉地域のみ防災行政無線によるサイレン吹鳴を行いますが、火災

とお間違えのないようお願いいたします。 
 
＜お問い合わせ＞ 
児玉総合支所総務課 庶務係 
℡０４９５－７２－１３３１ 
内線２１１ 
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「１１月の観光情報」 

 

情報名 本庄まつり                          

日 時 １１月２日（火）・３日（祝） 

主 催  本庄まつり実行委員会 

場 所 本庄市街地（祭典本部：本庄市民プラザ内、本庄市銀座 1-1-1） 

交 通 
ＪＲ高崎線「本庄駅」下車 徒歩約５分 

関越自動車道「本庄・児玉」ＩＣより車約６分 

内 容 

本庄の鎮守、金鑚神社例大祭の附祭として発展した「本庄まつり」。 

絢爛豪華ないわゆる江戸型人形山車１０基が市中を曳き廻され、着飾った女性

や子供らの奏でる優雅なお囃子の音色が街に響き渡ります。 
２日は各町内で「乱曳き」、自町内をすみずみ廻ります。細い路地での運行

は伝統と腕の見せ所、運が良ければ巡り合った山車同士の囃子の叩き合いがみ

られます。 
３日は本祭、金鑚神社前に山車を整列させ、三重高欄と人形をせり上げお囃

子を奏でます。正午の花火を合図に御神幸祭行列が出発、続いて山車が中山道

を台町へと巡行します。その後、駅前通りを会場に三重高欄、人形をせり上げ

てのパレード。江戸の町を巡行した往時の姿がよみがえります。 
夜の帳が下りると、提灯に灯りをともしてまつり広場（市民プラザ）に再び

勢揃いして、お囃子を競演します。その後街に出て、クライマックスとして繰

り広げる叩き合いは圧巻です。 

トイレ・駐車場
の有無 

・トイレ 有（８箇所） 
・駐車場 有（５００台） 

ホームページ 
アドレス 

http://www.honjo-kanko.jp/ 

照会先 
本庄市観光協会（本庄市役所商工課内） 

電話０４９５－２５－１１１１ 

 

 

３日夜の山車勢揃い 
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情報名 こだま秋まつり                          

日 時 １１月３日（水・文化の日） 午前 10時～午後 10時 （実施日固定） 

主 催  こだま祭り実行委員会 

場 所 本庄市児玉町市街地 

交 通 
○ＪＲ八高線 児玉駅下車すぐ 
   
○関越自動車道 本庄・児玉ＩＣより約５ｋｍ 

内 容 

当祭りは、旧児玉町の総鎮守である八幡神社の例大祭の祭典行事と、御神馬（ご

じんめ）を伴う御神馬行列が巡行します。また、附け祭りとして３台の山車（古いもの

は明治２７年製作）と１台の屋台がお囃子を奏でながら引き回され、四つ角等で競

演会などが行われます。 

山車の上で演奏されるお囃子は、群馬県に広くみられるサンテコ囃子と同様です

が、各町によって、その曲調は異なります。 

御神馬行列は、塩振り、さい銭箱、金棒、猿田彦大神、御神馬、その後に町内の自治

会長らが持つ五色旗10本、神官、弓、鉄砲、榊、ひもろぎ、氏子総代と続く。 

なお、御神馬（行列）のとき御神馬が暴れると火災などの災難が起きるなどといわ

れ、この間は静かにして、祭り囃子も行ないません。 

  戦前には、養蚕が上手くいくように農家の人が馬を引いてきて、幣束（へいそく）を

もらい馬の背に付けて参列しました。明治時代の終わりごろには馬が 91頭も参加し

たという話があります。 

トイレ・駐車場
の有無 

・トイレ 有（５箇所） 
・駐車場 有（３００台） 

ホームページ 
アドレス 

http://www.honjo-kanko.jp/ 

照会先 
本庄市観光協会（本庄市児玉総合支所産業建設課内） 

電話０４９５－７２－１３３１ 

 

 

ＪＲ児玉駅前での競

演会の様子 



 

 
 

 



 

交通規制図（市内公共施設等で配布中） 


